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第1章　 緒 言

有機燐剤の循環器系に及ぼす影響の うち,心 に対

するものは第1編 及び第2編 で種々の角度よ り検討

を加えたが,本 編に於 ては更に残つ た循環器系の機

能を最 も端的に表現す る血圧の動向 を解明せんとし

た.

本来血圧の変化には心機能と共に末梢血管が重大

な関係をもつ 事 は 既 に 知 られ ている所であるが,

　Psrathion中 毒時の血圧の変化についてば既に或 る

程度の研究がなされているにか ゝわ らず,末 梢血管

についての研究は未だない.

自律神経毒の作用の うち血管系に及ぼす作用は従

来からも最 も重要なもの ゝ一つ とされているところ

であるから, Parathionに ついて もこの問題は大い

に興味のもたれるものであ り,こ の ような意味で本

編に於てはParathion其 の他 諸 種 有機隣剤中毒に

於ける血圧の変化 と共に,末 梢血管の変化 をも追求

し得られた成績について述 べる。

第2章　 実 験 材 料

1. Parathion.北 興 化 学製乳剤(ethyl-para

thion 47%)

2. Diaainon. Geigy製 乳剤(60%)

3. Chlorthion. Bayer製 乳剤(60%)

以上何れ も用に臨み ロ ック氏液で稀釈 し懸濁液 と

して使用した.

4. atropine硫 酸atropine結 晶 を 適 宜 溶 解

使 用 した.

5. Finalin:山 之内 製 薬 の注 射 液

6. adrenalin:第1製 薬 の ボ ス ミン注 射 液

7. acetylcholine:第1製 薬 の オ ピ ソー ト

8. ergotamine:森 下 製 薬の ラ イ ゴス チン注 射

液 を使 用 した.

9.ロ ノ ク比 液　 NaHCO3 0.02%, CaCl2

 0.024%, KCl 0.042%, NaCl 0.9%,葡 萄 糖0.1%

の処 方55) 56)の も の を 使 用 した. NaHCO3は 用 時

溶 解 して混 合 調製 した.末 梢 血管 作 用追 求 の 際 は 前

編 で 述 べ た 燐 酸 緩 衝 液 を10%の 割 に加 えた(pH

 7.17).

10.犬:体 重10kg内 外 の 成 熟 雄 性 犬 を使 用

した.

11.家 兎:白 色雄 性 家 兎 の2kg前 後 の 耳殻 の

大 きい もの を使 用 した.

第3章　 実 験 方 法

1.血 圧

成 熟 犬 を用 い1%塩 酸morphine 1cc/kg, 20%

 urethane 5cc/kgの 麻 酔 を行 い, Langendorff54)

法 に基 き実 験 した.薬 液 は全 て静 注 した.

2.末 梢 血管

成 熟 家 兎 の 切 断 耳 殻 を 用 いKrawkow-Pisse

miski60)の 灌 流法 に よつ た.

薬 液 の灌 流は注 射 法 に よ り,灌 流液 の落 下 滴数 が
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一定 と なつ た 後,薬 液1ccを カ ニ ュー レに 接す る ゴ

ム管 内 に圧 を加 えな い よ うに 徐 々 に注 入 し た.

第4章　 実 験 成 績

A.血 圧

1. Parathion単 独 作用

1)Parathion 0.1mg/kg(3例)全 く変化 を

み な い(第1表,写 真1).

第1表　 動 脉 圧(mm Hg)

parathion 0.1mg/kg

2)Parathion 1mg/kg(3例):注 射 直 後 よ

り一 時10mmHg前 後 まで 上 昇 し,約2分 後 に は旧

値 に復 帰 す るが,そ の後 約3分 間 はや や 低 下 し, 7

分 後に は じ め て旧値 に復 帰(第2表,写 真2).

第2表　 動 脉 圧(mmHg)

parathion 1.0mg/kg

こ の 量の注 射 では 動物 は そ の ま ゝ生 存 す る.

3)Parathion 5mg/kg(3例):注 射 開 始 後

20秒 で急 峻 な 上昇 を 示 し, 1～2分 後に は 大体元 の

値 に 戻 り, 3～5分 後 よ り再 び軽 度 上昇, 5～7分

間持 続,そ の 後ゆ るや か な下 降 を 示 しつ ゝ20～30分

後 に死 亡(第3表,写 真3).

第3表　 動 脉 圧(mmHg)

parathion 5.0mg/kg

4)Parathion 10mg/kg(3例):注 射 後20～

30秒 後 よ り急 激 な 上 昇を 示 し,約2分 後には 元 の値

に 復 帰 し,注 射後 約6分 に してゆ るやか な 曲線 を画

きつ ゝ相 当高度の上昇を示す,こ の血圧上昇は10分

前後持続 し,そ の後著明 な徐脈を示 しつ ゝ血圧低下

を来 し死 亡:(第4表,写 真4).

第4表　 動 脉 圧(mmHg)

parathion 10mg/kg

5)Parathion 15mg/kg(3例): 2例 は大体

10mg/kg静 注 と同 様 な 経過 を 示 したが, 1例 は血

圧 が 直 ちに 低下,後 急 激 な 上昇 を 示 し,そ の後元 の

値 に 復帰 せず や や高 い血 圧 を約7分 間 維持 し,漸 次

徐 脈 及び 血圧 の 低 下 を示 しつ ゝ17分 後 に死 亡(第5

表,写 真5).

第5表　 動 脉 圧(mmHg)

parathion 15mg/kg

6)Parathion 20mg/kg(3例):注 射 後約20

秒 よ り急 激 な 上昇 を 示 し,そ の 後や や 低下す るも元

の 値 に復 帰 す る事 な く,再 び ゆ るや かな 曲線 を画 き

上 昇, 5～8分 間 持 続 後 低 下 を 示 し死 亡(第6表,

写 真6).

第6表　 動 脉 圧(mmHg)

parathign 20mg/kg

Parathion注 射後その死亡までに示す変化は,注

射 後20～30秒 後に急激な上昇を示し, 2分 間位の間

に大体元の値に近 く下降, 5～8分 後にゆるやかな

曲線を画 きなが ら再び上昇,続 いて下降を示しこの

頃 より著明な徐脈を来 し遂に死亡する.

II. Parathionと 他 の 自 律 神 径 毒 と の 併 用

1)Parathionとatropineの 併 用

atropine 5mg/kg前 処 置 後Parathion 5mg/kg
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注射では, Parathion注 射直 後 の急 激 な 血 圧 上昇 は

認められ るが,そ の 後血 圧 の 変化 は な く死 亡 を まぬ

がれる(写 真7).

Parathion 5mg/kg, atropine 5mg/kg同 時注

射でも前者 と同様 な結 果 を 示 した(写 真8).

即ちatropineはParathionの 注 射 直 後 に お こ

る急激 な血 圧上 昇 は阻 止 し得 な いが,そ の 後 の変 動

には よく拮抗 し個 体 の生 命 を 維持 す る.

2)Parathionとadrenalinの 併 用

Parathion 5mg/kg, adrenalin 0.5mg/kg同 時

注射で高 度 かつ持 続 性 の 血圧 上 昇 が 認 め られ るが 死

亡をまぬ がれ る(写 真9).

3)Parathionとergotamineの 併 用

Parathion 6mg/kg, ergotamine 0.5mg/kg同

時注射で はParathion 5mg/kg単 独注 射 の場 合 と

変らなか つた(写 真10).

Ⅲ.そ の他 の有機 燐剤

1)Diazinon 10mg/kg(3例)Parathionと

異つ て注 射直後 よ り血 圧 は直 ちに 下 降 し,若 干 の動

揺を示す も漸次下 降,徐 脈 を生 じ6～15分 後 に死 亡

(第7表,写 真11).

第7表　 動 脉 圧(mmHg)

Diazinon 10mg/kg

2)Chlorthion 30mg/kg(3例)Diazinonと

同様に注射 後20秒 前 後 で,直 ちに 血圧 下 降, 2分 前

後で最低値 を 示 し,再 び 上 昇 を来 し5～7分 後 元 の

値に復帰 し,以 後動 物 は生 存(第8表,写 真12).

第8表　 動 脉 圧(mmHg)

Chlorthion 30mg/kg

即ちDiaziaon, Chlorthionの 場 合 の血 圧 の変化

はParathionと 異 る.

B.末 梢血管 作用

I. Parathion単 独 作 用

1)0.01mg注 入(5例):落 下 滴 数 に有 意 の

差 はな い(第9表,第1図).

第9表　 末 梢 血 管 作 用

Parathion 0.01mg注 入(1分 間滴 数)

第1図　 末 梢 血管 作 用. Parathion 0.01mg注 入

2)0.1mg注 入(5例):注 入 開 始 後直 ちに

滴 数 は増 加 し, 2分 後 に最 大 に達 した が,そ の 後次

第 に減 少 して15分 後 に は大 体 注 入 前 の値 に復 帰 す る

(第10表,第2図).

第10表　 末 梢 血 管 例 用

Parathinon 0.1mg注 入(1分 間 滴数)

第2図　 Parathion 0.1mg注 入
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3)1.0mg注 入(5例):全 例 に 滴 数 の増 加 が

み られ 血管 は拡 張 した . 2分 後 に最 高値 を 示 し10～

15分 後 に は次 第 に 旧に 復 した .そ の 最高 拡張 率 は20

～40%で あ つ た(第11表
,第3図).

第11表　 末 梢 血 管 作 用

Parathion 1.0mg注 入(1分 間 滴 数)

第3図　 Parathion 1.0mg注 入

4)10.0mg注 入(5例):注 入 後2分 で 血管

の 拡 張 は 最高 とな り, 10～15分 で大 体 元 の値 に復 す

る が, 1例 は そ の後 や ゝ滴 数 の 減 少 を 認 めた(第12

表,第4図).

第12表　 末 梢 血 管 作 用

Parathion 10.0mg注 入(1分 間 滴 数)

Ⅱ. Parathionと2, 3自 律 神 経 毒 との併 用

1)atropineと の関 係

atropine単 独 作 用(3例): atropine 0.01mg

注 入 で は変 化 は な い(第13表).

第4図　 Parathion 10.0mg注 入

第13表　 末 梢 血 管 作 用

atropine 0.01mg注 入(1分 間滴 数)

Parathion 0.1mg, atropine 0.01mg同 時注入

(3例)Parathion 0.1mg単 独 注 入 に比べ,拡

張 率 は明 らか に 減少 す る.又 注 入 後5分 で は血管拡

張 は な お存 す る が, 10分 後に は大 体 元 の値 に帰つ て

い る(第14表,第5図).

第14表　 末 梢 血 管 作 用

Farathion 0.1mg

 atropine 0.01mg )同時注入 (1分 間滴数)

号5図　 Parathion 0.1mg atropine 0.01mg

同 時 注 入

Parathion 1.0mg, atropine 0.01mg同 時 注 入

(3例)Parathion 1.0mg単 独 注 入 の 時 と殆 ん
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ど差がなかつた(第15表,第6図).

第15表　 末 梢 管 作 用

Parathion 1.0mg

 atropine 0.01mg )同時注 入(1分 間滴数)

第6図　 Parathion 1.0mg atropine 0.01mg

注 入

Parathion 0.1gm, atropine 0.1mg同 時 注 入

(3例):滴 数 の増 加 は極 く軽 微 で,拡 張 率 は10%

以下 であつ た(第16表,第7図).

第16表　 末 稍 血 管 作 用

Parathion 0.1mg
 atropine 0.1mg )同 時注 入(1分 間滴数)

第7図　 Parsthion 0.1mg atropine 0.1mg

同 時 注 入

Parathion 1.0mg, atropine 0.1mg同 時 注 入

(3例):滴 数増 加 は 少 く拡 張 率 は10%以 下 で あ り,

しか も注 入後2分 でそ の 増加 は最 高 を 示 す も, 5分

後には既に元の値 に戻つてい る(第17表,第8図).

第17表　 末 稍 血 管 作 用

Paralhion 1.0mg
 atropine 0.1mg )同 時注 入(1分 間滴数)

第8図  Parathion 1.0mg atropine 0.1mg

同 時 注 入

Parathion 1.0mg, atropine 1.0mg同 時 注 入

(3例):こ の 場 合 に現 われ る変 化は,前 記 に 示 さ

れ た も の と殆 ん ど差 が なか つ た(第18表,第9図).

第18表　 末稍血管作用

Parathion 1.0mg
 atropine 1.0mg )同時注入(1分 間滴数)

第9図　 Parathion 1.0mg atropine 1.0mg

同 時 注 入

2)Finalinと の関 係

Finalin単 独 作 用(3例)Finalin 0.1mg注

入 で は著 明 な 作用 を 認 めな か つ た(第19表).
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第19表　 末 梢 血 管 作 用

Finalin 0.1mg注 入(1分 間 滴 数)

Parathion 0.1mg, Finalin 0.1mg同 時 注 入

(3例)注 入 後2分 で僅 か の滴 数 増加 を 認 め るが,

 5分 後 に は大 体 元 の値 に 復 帰 してい る(第20表,第

10図).

第20表　 末 稍 血 管 作 用

Parathion 0.1mg
 Finalio 0.1mg )同時注入(1分 間滴数)

第10図　 Parathion 0.1mg Finalin 0.1mg

同 時 注 入

Parathion 1.0mg, Finalin 0.1mg同 時 注 入

(3例):大 体 前 記 と同様 な変 化 で あつ た(第21表,

第11図).

第21表　 末 稍 血 管 作 用

Parathion 1.0mg
 Finalin 0.1mg )同時注入(1分 間滴数)

第11図　 Parathion 1.0mg Finalin 0.1mg

同 時 注 入

3)adrenalinと の関係

adrenalin単 独 作 用(3例): adrenalin 0.001mg

注 入 で2分 後に 明 らか な収縮 作 用 を現 す(第22表).

第22表　 末 梢 血 管 作 用

adrenalin 0.001mg注 入(1分 間滴 数)

Parathion 0.1mg, adrenalin 0.001mg同 時注入

(3例).こ の 場合 の滴 数増 加 は注入 後5分 で最高

を 示 す もの2例 を 認 め,そ の 拡 張率 はParathion

 0.1mg単 独注 入 時 よ り減 少 を 示 した(第23表,第12

図). 第23表　 末 稍 血 管 作 用

Parathion 0.1mg
 adrenalin 0.001mg )同時注入(1分 間滴数)

第12図　 Paration 0.1mg adrenalin 0.001mg

同 時 注 入
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Psrathion 1.0mg, adrenalia 0.001mg同 時注

入(3例). Parathion 1.0mg単 独 注 入 の 場 合に

比べ拡張率 は減少 を 示 した(第24表,第13図).

第24表　 末 梢 血 管 作 用

Parathion 1.0mg

　 adrenalin 0.001mg )同 時注 用(1分 間滴数)

第13図　 Parathion 1.0mg adrenalin 0.001mg

同 時 注 入

4)acetylcholineと の 関 係

acetylcholine単 独 作 用: acetylcholine 0.0001mg

注 入 で は 変 化 は な か つ た(第25表) . acetylcholine

 0.01mg注 入 に よ り滴 数 は 増 加 し た(第26表)
.

第25表　 末 梢 血 管 作 用

acetylcholine 0.0001mg注 入(1分 間 滴 数)

第26表　 末 梢 血 管 作 用

acetylcholine 0.01mg注 入(1分 間 滴 数)

Parathion 0.01mg, acetylcholine 0.0001mg

同時注 入(3例): 10%前 後の 拡 張 率 を 示 し,滴

数 増 加 は2分 で最 高 に 達 し10分 後に は 元 の 値 に 復 帰

す る(第27表,第14図).

第27表　 末 稍 血 管 作 用

Parathion 0.01mg
 acetylcholine 0.0001mg)同時注 人(1分 間滴数)

第14図　 Parathion 0.01mg acetylcholine 0.0001mg

同 時 注 入

Parathion 0.1mg, acetycholine 0.01mg同 時

注 入(3例):そ の 拡 張 率 はParathion 0.1mg

単 独 注 入時 と大 差な い が,滴 数 の増 加は10分 後 まで

持 続 した(第28表,第15図).

第28表　 末 稍 血 管 作 用

Parathion 0.1mg
 acetylcholine 0.01mg )同時注入(1分 間滴数)

第15図　 Parathion 0.1mg acetylcholine 0.01mg

同 時 注 入
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5)ergotamineと の 関係

ergotamine単 独 作 用(3例): ergotamine

 0.001mg注 入 に よ りやや 滴 数 の 減少 を示 した(第29

表).

第29表　 末 稍 血 管 作 用

ergotamine 0.001mg注 入(1分 間滴 数)

Parathion 0.1mg , ergotamine 0.001mg同 時

注 入(3例): Parathion 0.1mg単 独 注 入 の 時 と

大 差 はな か つ た(第30表,第16図).

第30表　 末 梢 血 管 作 用

Parathion 0.1mg

 ergotamine 0.001mg )同時注 入(1分 間滴数)

第16図　 Parathion 0.1mg ergotamine 0.001mg

同 時 注 入

III.そ の 他 の有 機 燐 剤

1)Diazinon

0.01mg注 入(3例):変 化 は極 く軽 微 で 有 意の

もの とは 思 え な い(第31表,第17図).

第31表　 末 梢 血 管 作 用

Diazinon 0.01mg注 入(1分 間滴 数)

第17図　 Diazinon 0.01mg注 入

0.1mg注 入(3例)注 入開始後直ちに滴数の

増加がお こり, 2分 後滴数の増加は最高 となり,そ

の後次第に減少 し15分後には大体注入前の値に戻つ

ている(第32表,第18図) .

第32表　 末 梢 血 管 作 用

Diazinon 0.1mg注 入(1分 間滴数)

第18図　 Diazinon 0.1mg注 入

1.0mg注 入(3例):急 激 な滴 数 の増加が お こ

り, 2分 後に は 最 高 と な り, 15～20分 後 に次第 に旧

に復 した(第33表,第19図) .

第33表　 末 稍 血 管 作 用

Diazinon 1.0mg注 入(1分 間 滴数)
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第19図　 Diazinon 1.0mg注 入

2)Chlorthion

0.01mg注 入(3例):変 化 は 現 わ れ なか つ た

(第34表,第20図).

第34表　 末 稍 血 管 作 用

Chlorthion 0.01mg注 入(1分 間 滴 数)

第20図　 Chlorthion 0.01mg注 入

0.1mg注 入(3例).滴 数 の増 加 を 示 したが,

 Parathion, Diazinonに 比 べ そ の 増 加 は少 なか つ た

(第35表,第21図).

第35表　 末 梢 血 管 作 用

Chlorthion 0.1mg注 入(1分 間 滴数)

第21図　 Chlorthion 0.1mg注 入

1.0mg注 入(3例)滴 数 の 増加 を 示 し, 2分

後最 高 とな り, 10～15分 後 には注 入 前 の値 に も どつ

た(第36表,第22図).

第36表　 末 稍 血 管 作 用

Chlorthion 1.0mg注 入(1分 間滴 数)

第22図　 Chlorthion 1.0mg注 入

第5章　 総括並に考按

Parathion中 毒症 状 と しての 血 圧上 昇 は甚 だ特 異

的 な もの で,私 達20) 21)は 患者 の 重 篤 度 の 区分 の1

要 素 と して用 い られ るの みで な く, atropine療 法に

於 け るatropine使 用 量 決 定 の指 標 と し て も用 い て

い る.

有機 燐 剤 の血 圧 に 対 す る動物 実 験 の結 果 は研 究 者

に よ り一 致 し て い な い. Dayrit40), Salerno62)は

HETPで,沖 中4)はParathionで 初 期 血圧 の上 昇

を 認 め たが, Enders43)はParathionで,中 塚14)は

Metylparathionで 逆 に 血圧 の 低 下 を 認 めて い る.

自律 神 経 毒 の心 臓 及 び血 管 系 に対 する 作 用 は 非常 に

複 雑 で,同 一 薬 物 で もそ の濃 度 そ の 他 で反 応 の 状 態
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は 変 り,同 じよ うな 作 用を 有 す る薬 物 で もそ の 構造

式 の 違 い に よ り,多 少 反応 が変 つ て 来 る 事 は よ く知

られ て い る.そ のた め もあつ て従 来 の研 究 者 の結 果

が 一 致 しな い の で あ ろ う.所 で私 の実 験 で は,明 か

な2段 階 の 上 昇 が 証 明 され た.し た が つ てPara

thion作 用 に よつ て血 圧 は上 昇 す る と断 じ て可 で あ

ろ う.

そ れ では この 血圧 変 動 は 如何 な 機 転 か ら起 るの で

あ ろ うか.

Parathion中 毒 作 用 の 本 質 と し て, acetylcho

line作 用 の あ る ことは 再 三述 べ た 通 りで あ る.所 が

この 具 体 的 な 現 わ れ と し てmuscarine様 作用,

 adrenalin様 作 用, nicotine様 作 用 の あ る こと は既

に認 め られ て い るが,血 圧 に於 て も この 観点 か ら眺

め られ る.

即 ち2段 階 の血 圧 上 昇 の うち,初 期 の 急激 な血 圧

の上 昇 はnicotineに よ る血 圧 上 昇 曲 線 と一 致 し,

筋 攣縮 を 伴 うnicotine様 作 用 に よる と解 され,こ

の 事 は沖 中4)も 推 測 して い る.又 私 の実 験 で も この

変 化 はatropine前 処 置 では 防 止 出 来 ず,む しろ 多

少 増 強 す る と考 え られ る こと よ り この 事 は確 定 的 で

あ ろ う.

次 に続 いて 現 わ れ る ゆ るや か な上 昇 に つ い て考 え

て み よ う.古 くよ りacetylcholineの 投 与 に よつ て,

副 腎 髄 質 のadrenalin分 泌 が増 加 す る こ とはDale39),

 Feldberger45),稻 葉1), Glaubach47)等 に よつ り認 め

られ て お り,こ の 作 用 は副 腎 に 対す る直 接作 用 と,

中枢 神 経 よ り内 臓 神経 を 介す る間接 作 用 とが あ る と

考 え られ て い る.こ のadrenalin分 泌 増 加 のた め,

 acetylcholineの 血圧 上昇 作 用 が 生 ず る と考 え られ

て い る. Bulbing35)はacetylcholineに よる血 圧 上

昇 作 用 は,副 腎 の健 全 な動 物 に 於 て のみ 現 わ れ る と

述 べ て い る.

又acetylcholine類 似 の 作 用 を 有す る抗cholin-

esterase剤 の 血 圧 に 対 す る 作 用 は,渡 部29)は

Pilocaropineで, Stewart65), Schkawera63)は

physoatigmine投 与 で 副 腎 か らのadrenalin分 泌

の 増加 を認 め, Varagic67), Dirnhuber41)等 はTEPP

の 血圧 上 昇 作 用 は 中枢 性 の もの で あつ て,そ れ が 交

感 神 経 系を 介 して副 腎 に 作 用 し,こ の作 用 にはat

ropineが よ く拮 抗 す る と述 べ てい る.私 の実 験 で

もatropineに よ り こ の第2期 の血 圧 上昇 は 消 失 し

て い る.

した が つ てParathionに よ る 第2期 の 血 圧 上昇

は,中 枢 神 経 よ り交 感神 径を 介 して副 腎 に 作 用 し惹

起 され る もの と考 え られ る.

同 じ有機 燐 剤 で あ るDiazinon, Chlorthionの 血

圧 に対 す る 態 度 はParathionと 異 り,静 注 直後 よ

り直 ちに 急 激 な 低 下 を 示 す が,こ れ らの 薬 剤は

Parathionに 比 べ,静 注 時 にmuscarine様 作用を

よ く現 す といわ れ て い るが26),そ のた め で あろ うと

考 え られ る.

末 梢 血 管 の 灌 流 実 験 で はParathionを 始め とし

て,全 て の有 機 燐 剤 が 血管 拡 張 的 に作 用 してい る.

この 拡張 作 用 はatropineそ の 他 の拮 抗剤 に よつて

阻碍 され る.

と こ ろで 有機 燐 剤 の 血管 に対 す る影響 を検 討 した

成 績 は な い の で,一 般 自律 神 経 毒に 対す る業 蹟を挙

げ る と,ま ずacetylcholineの 態 度 につ い ては血管

拡張 作 用7) 8) 37) 38) 53)と,同 時 に収 縮 作用50)も あ ると

い う.尤 も後者 は 特 殊条 件 下 に観 察 され た もので あ

るか ら,一 般 論 と しては適 合 しな い と考 え られ る.

 acetylcholineの 血管 拡 張 作 用 は,そ のmuscarine

様 作 用 のた め で あ る と解 され て い る.

以 上か ら この家 兎 耳 血 管 の拡 張 作用 もParathion

のmuscarine様 作 用 の 現わ れ と解す べ きで あろ う.

所 が 本編 で述 べ たParathion中 毒 の 血圧上昇 と,

血 管 拡 張 とは一 見 矛 盾 した現 象 の よ うに見 うけ られ

る.し か し前 述 の よ うに 血圧 上 昇 の機 転 は 中枢 性,

若 し くは副 腎 髄 質 を 介 し てadrenalin分 泌 増加の

ため と考 え られ るの で,身 体 よ り摘 出 した耳 介に こ

の血 管 収縮 作 用 の現 わ れ な い ことは 容易 に想像 され

る こ とで あ る.逆 にParathionに よる血 圧上昇 は,

中枢 性 若 し くは 副腎 髄 質 を 介す る とい う事 を裏づけ

す る もの で あ る.

第6章　 結 論

私 は 有機 燐 剤 の 血 圧及 び末 梢血 管 に対 す る作 用を

検 索 し次 の如 き結 論 を得 た.

1.生 体 にお い てParathion投 与 を 行 つ た際,

血 圧 は2段 階 の 上昇 を示 す.

2.こ の 血圧 上 昇 作用 は 中枢 性,若 し くは副腎 を

介 す る もの と考 え られ る.

3.こ の血 圧 の 変化 はatmpineに よ つ て一部拮

抗 され, adrenalinに よ り相 加 作 用 をみ る.

4. Diazinon, Chlorthionは 血 圧 上 昇 作用を示

す 事 な く初 期 よ り下 降 を 示 す.

5.摘 出 末 梢 血管 に 対 してはParathion, Diasinon,

 Chlorthionは 共 に 初期 一過 性 の拡 張 を示 す.

6.末 梢 血管 の 拡 張 作 用 に対 し ては, atropine,



有機燐剤の循環器系機能に及ぼす作用 3089

Finalin, adrenalinは よ く拮 抗 作 用 を 示 し, ace

tylcholineは 相 加的 な 作用 を有 す る.

擱筆に当り御懇篤なる御指導御校 閲を賜つた恩師

平木教授 並に難波講師及 び実験 の便宜を 計られ御教

示 を賜つた本学 薬理学教室山崎教授に深甚の謝意を

表する.

(本論文要旨は 日本循環器学会第20回 総会に て発

表 した)
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Action of Alkylphosphates on the Function of the Circulatory

 System

Part 3. Action of Alkylphosphates on the Blood Pressure

 and on Peripheral Blood Vessels

By

Ryoma HACHIYA

Department of Internal Medicine Okayama University Medical School

(Director: Prof. Kiyoshi Hiraki)

In the study of the action of alkylphosphates on the blood pressure in dog and on the 

peripheral blood vessels (Kraw kow-Pissemiskii's method) in rabbit ear the author obtained 
the following:

1. At the time when Parathion is administered by intraveneous injection the blood 

pressure presents a rise in two stages.
2. This rise in blood pressure is thought to originate from the central nervous system 

or from the adrenal glands.
3. As for such changes in blood pressure, its rise in the initial stage can not be stopped 

by atropine administration: but after the initial stage it is inhibited by atropine while it 

is promoted by epinephrine.

4. The administration of Diazinon or Chlorthion brings about a fall in the blood pres
sure from the initial stage.

5. Parathion, Diazinon, and Chlorthion all bring about a transitory dilatation of the 

extirpated peripheral blood vessels.

6. For the dilatation of peripheral blood vessels atropine and Finalin act well anta

gonistically while acetylcholine acts as an invigorator.
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蜂 谷 論 文 附 図

写 真1.動 脈 圧Parathion 0.1mg/kg.

No. 2犬, 10kg,〓. 1956. 2. 1. T. 9℃

写 真2.動 脈 圧Parathion 1mg/kg

No. 4犬, 11kg.〓. 1956. 2. 1. T. 9℃

写 真3.動 脈 圧. Parathin 5mg/kg.

No. 8犬 . 10kg.〓, 1956. 2. 3. T. 10℃

写 真4.動 脈 圧. Parathion 10mg/kg

No. 10犬 . 12kg.〓. 1956. 2. 4. T. 8℃

写 真5.動 脈 圧. Parathion 15mg/kg

No. 14犬 . 11kg.〓. 1956. 1. 31. T. 7℃

写 真6.動 脈 圧. Parathion 20mg/kg

No. 16犬15kg .〓. 1956. 2. 16. T. 10℃

写 真7.動 脈 圧. atropine 5mg/kg

前 処 置 後Parathion 5mg/kg.注.

犬. 9kg.〓. 1956. 3. 6. T. 11℃

写 真8.動 脈 圧. Parthion 5mg/kg, atropine

 5mg/kg同 時 注 射.

犬. 8kg.〓. 1956. 2. 12. T. 10℃
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蜂 谷 論 文 附 図

写 真9.動 脈 圧. Parathion 5mg/kg,

 adrenalin 0.5mg/kg同 時 注 射.

犬. 9kg.〓. 1956. 2. 4. T. 8℃

写 真10.動 脈 圧. Parathion 5mg/kg,

 ergotamin 0.5mg/kg.同 時 注 射.

犬. 9kg.〓. 1956. 2. 8. T. 10℃

写 真11.動 脈 圧. Diazinon 10mg/kg.

No. 20犬. 10kg.〓. 1956, 2. 21. T. 11℃

写 真12.動 脈 圧. Chlorthion 30mg/kg

No. 22犬. 12kg.〓. 1956. 2. 25. T. 14℃


